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沖 縄 県 立 博 物 館 の 横 笛

比嘉悦子氏によると、昭和６２年４月１４日、島根県の津和野旧藩家に伝わっ

たといわれる１８点の琉球楽器を宮崎県の骨董品屋「志野」から県立博物館が購

入したという。当時、国際交流基金研究員として沖縄に滞在していた福建師範大

学の民族音楽研究家の王耀華氏は、その当日と４月２１日の２日間でそれらの楽

器を調査し 「津和野旧藩家の横笛は尾張家や水戸家に伝わる横笛に比べてすこ、

し短いが、清代の＜皇朝禮器図式＞に見られる仲呂笛と類似している。また、飾

、 、り孔にかけられてた朱の飾り房は 徳川家の他の楽器にも付けられた飾り房と色

材質等が琉球的である 」と述べている。。

平成１４年（２００２年）御座楽復元演奏研究会が県立博物館の琉球楽器の調

査にあたった時、津和野笛の拓本をとり採寸してレプリカを作って吹いてみた。

３孔は変Ｅで筒音が変Ｂの変Ｂ長調音階であった。

１・管頭から歌口までの長さ

中国系の横笛は非常に長い。大和系の横笛は、非常に短い。博物館の横笛は、

中国系で管頭と歌口の間で気付かれないようにつないであった。

２・響き孔の有無

明笛と名がつけば、響き孔がある。中国系にはあり、大和系には無い。

紙を丸めて塞いだり、セロテープで響き孔を覆ったりして、尺八のように柔ら

かで幽遠な音色を求めたりしていたが、最近では大和系の篠笛のように初めか

ら響き孔を作らない横笛が主流になっている。

沖縄でも響き孔に竹紙（笛膜）を使っているか どうかという佐賀県の横笛愛

好者から問い合わせがあった。

昭和５６年９月、名古屋の徳川美術館の長管の響き孔には、半分めくられた竹

紙がついていた。

県立博物館の横笛は、響き孔もあり、竹紙を貼ったような形跡もある。
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３・指孔の位置や大きさ

近代的横笛は洋楽の音律に合わせるため、故意に指孔の間隔を変えたり指孔の

大きさを変えたりしている。

博物館の横笛は、指孔の間隔が稍等しい均孔笛（古典的横笛）で、メリカリの

技法が少ないので、大和系の横笛に比べると歌口や指孔の大きさは極端に小さ

い。

４・飾り紐

演奏形態が異なる性だろうか。飾り紐の長さが異なる。

資料１ 資料２

資料１は、１９９０年１０月１２日、中国の景徳鎮で民俗音楽を演奏している

写真で、使用されていた横笛は管頭から管尾まで約６００ミリ～７００ミリで椅

子に腰掛けて演奏している。

資料２は、同年の５月２７日、琉球古典音楽湛水流の芸能公演の時の舞踊地謡

の写真で全員正座をしている。

先にの述べた坂田笛は明代に作られており県立博物館の笛は清代に作られた中

国系である。飾り紐は腰掛けに座っての演奏であるので非常に長くても良いが、

琉球古典音楽の演奏は正座しての演奏になるので、名古屋の徳川美術館笛と同じ

ように飾り紐は、短くなっている。

坂田笛 徳川美術館笛

飾り紐は単なる飾りだけてはない、長時間演奏すると、唾液が溜まり、袴や床

が濡れてしまうが、飾り紐が唾液を溜めてくれるという利点もある。 当世の中

国や韓国では、鳥や文字などをプラスチックなどでかたどったものを華やかにぶ

ら下げる『飾り房』になって市販されている。
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５・塗り（笛の内部）

竹を素材とした横笛は、乾燥しすぎると鳴らなくなる。戦後、八重山舞踊の地

謡が「私が飲むのではないよ。笛に飲まさんと鳴らんからね」と言っていた。中

国では「米の研ぎ汁につけるとよい」という人がいた。

水やぬるま湯でも同じことが言える。中国系の横笛の内側は、何も塗られてい

ない。大和系の横笛の内側は、塗られている。福原百之助氏は「虫喰いを防ぎ音

質に柔らかさを出すためで、息を入れることによって湿気をともなって来ないと

良い音は出ません」と述べている 」。

資料３ 資料４

資料３は、県立博物館所蔵の絵巻「琉球人座楽并踊之図」の一部である。１８

３２年の尚育王・謝恩使の一行が芝白金の島津邸で行った奏楽舞踊を１０場面に

分けて描いたもの。衣装や諸道具、さらに人物名まで記しあり、琉球舞踊及び歴

史資料としても貴重なものである。と記されている。しかし、管頭と歌口の長さ

は、大和風に短く描かれている？

資料４は、石垣市八重山博物館２０周年記念に故・鎌倉芳太郎氏がご寄贈下さ

った「八重山藏元絵師画稿集」の複製本「八重山風俗図」の一部である。

写真などがなかった旧藩時代、八重山の年中行事や諸儀式を絵巻・画册に描い

て首里王府や薩摩へ献上するために描いた下絵の一部で八重山蔵元最後の絵師、

宮良安宜の筆だといわれ１８９１（明治２４）年～１８９８（明治３１）年の間

に描かれたもの。八重山の風俗を正確に記録した貴重な下絵である。

石垣庶民の生き生きとした姿と琉笛の管頭から歌口の長さも正確に描かれてい

る。


